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拓殖
大学オレンジ募金

個人情報の取扱いについて
寄付申込に際しての個人情
報は、関係法令および「拓殖
大学個人情報の保護に関す
る規程」により、適正に管理
いたします。

総合企画部 オレンジ募金係　

拓殖大学ホームページ内のオレンジ募金専用ページに＜よくある質問＞を
掲載していますので、ご覧ください。  http://www.takushoku-u.ac.jp/bokin/

拓殖大学は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

③ 100万円以上のご寄付の方には感謝状を贈呈

寄付金累計額100万円以上の寄付者（個人・法人・団体）の方には感謝状を贈呈し、オレンジ募金ホーム
ページと学報ＴＡＣＴ（大学広報誌）でご紹介させて頂きます。

ご寄付を賜りました方々のご協力に感謝いたしまして
寄付金額に応じた返礼品を贈呈いたします。

● なお、ご芳名等の公表を希望されない場合は、寄付申込書にて「公表不可（匿名）」を選択してください。

① WEB芳名録

ご寄付いただいた個人・法人・団体のご芳名は、オレンジ募金ホームページ上に「Web芳名録」として
（ご芳名のみ）公表させていただきます。

② 寄付金額に応じた様々な返礼品

【教育ルネサンス2030】に基づき、拓殖大学北海道短期大学との連携強化と短大のある深川市への地域
貢献のため、1万円以上の寄付者を対象に美容と健康をテーマとした返礼品をご用意いたしました。

拓殖大学北海道短期大学が十有余年
の歳月をかけて開発した、北海道で唯
一栽培されている黒米(古代米)。アン
トシアニン成分が豊富で血糖値を制
御する健康食品。昔から縁起が良いと
重宝されています。
●内容量：150g／1袋

拓殖大学北海道短期大学が開発した
黒米使用の飲みやすい甘酒。黒米に
はビタミンや必須アミノ酸が多く含ま
れ、抗酸化作用や美肌効果が期待。
砂糖・保存料不使用、アルコール0％。
●内容量：200g／1本

甘みと酸味のバランスが抜群の北海道
深川産林檎を100％使用。手間を惜し
まず手作業で美味しい所だけを搾り、
フルーティーに仕上げました。数々の
賞に輝いた、シードルの逸品です。
●内容量： 750ml／1本

北海道初の黒米
「きたのむらさき」A 甘酒の概念が変わる

「スイートコージ黒米」B こだわり林檎の発泡酒
「ふかがわシードル」C

※返礼品の写真はイメージです。
※返礼品によっては賞味期限があります。
※返礼品は、お申込月から2ヶ月程度で発送いたします。受取日の指定はできません。
※「スイートコージ黒米」製造元のいとげん味噌工房より発送いたします。 
※継続寄付（クレジットカードのみ）で年に複数回寄付された場合、1～12月の寄付金合計額に応じた返礼品となり
ます。返礼品の発送は翌年1月以降になります。 
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寄付金額に応じた返礼品の組み合わせ

顕彰・返礼品

ご協力のお願い



社会・経済基盤の変革が進むなか 
更なる「拓殖人材」育成と学生支援の充実のために!

拓殖大学は1900年（明治33年）、台湾協会学校として創設されて以来、
広くアジア各地域で活躍できる人材= 「拓殖人材」の育成に継続的に取り組んでまいりました。 
そして21世紀の今日、わが国は少子化に伴う人口減少、経済のグローバル化やIT化の進展、
地球規模の気候変動などの課題を抱え、社会や経済の基盤などの変革が余儀なくされつつあります。 
このような喫緊かつ重要な課題解決に向け、拓殖大学の果たすべき役割は益々重要なものとなっています。 
こうした中で、2030年に向けて中長期計画【教育ルネサンス2030】を策定し、
本計画を目標に役員・教職員一丸となり総合力を発揮して、国際的視野を持ち、
積極的に挑戦していくタフな人間力を身につけた「拓殖人材」を育成するとともに、
スポーツで活躍する学生のための支援や
昨今の社会情勢の変化における学生の経済的支援にも積極的に取り組む所存でございます。 
皆様におかれましては何卒ご賢察のうえ、拓殖大学の更なる発展のため、
このオレンジ募金に格別のご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

2021年9月

STUDY EVENT

ご挨拶 申込方法

SPORTS

募集概要

募集目標額 毎年度 5,000万円　継続して募金を実施してまいります。

一口以上、複数口のご寄付をお願いできれば幸いです。なお、任意金額でのご寄付についてもありがたくお受けします。
また、インターネット利用による寄付（個人の皆様のみ）は千円単位でお受けします。
● 寄付は任意です。
● 新入生の保護者様につきましては、入学年の翌年1月から寄付をお受けします。 

募 集 金 額 個人 一口 5千円　/　法人 一口 5万円

【個人の皆様】
【企業･法人様】
【有志・団体等】

募 集 対 象 卒業生、在学生･卒業生の保護者･保証人、一般有志、教職員等（元･現）
本学にご支援いただける企業・法人様
ゼミやクラブのOB会・同期会・学友会支部などの皆様

学校法人拓殖大学 理事長     福田  勝幸

＜個人の皆様＞

専用の振込用紙（兼寄付申込書）に所定事項をご記入のうえ、
お近くの金融機関（銀行・郵便局）よりお振り込みください。 この
お振込をもって寄付申込となります。 

拓殖大学ホームページ内オレンジ募金専用ページから、次の
決済方法にてスピーディーにお申込できます。 ※詳しくはオ
レンジ募金ホームページをご覧ください。 

寄付金額と年間所得金額他の条件によりますが、所得税・
住民税をあわせて最大で約50%の寄付金控除を受けること
ができます。 

● 専用振込用紙をお使いになり、三井住友銀行・りそな銀行・ゆうちょ銀行・
郵便局からお申込の場合には、手数料のご負担はありません。 

● 専用振込用紙がお手許にない場合は、お手数ですがオレンジ募金ホーム
ページ内の資料請求フォーム・お電話・FAXからご請求ください。 

※損金算入の手続きに必要な日本私立学校振興・共済事業団が発行する
「寄付金受領書」の日付は、拓殖大学から日本私立学校振興・共済事業団
に寄付金を入金した日になります。当該決算期に損金処理される場合は、
決算日の2か月前までにお手続きいただきますようお願いいたします。

総合企画部オレンジ募金係までご連絡ください。 
オレンジ募金係【TEL:03-3947-7377】
企業・法人様からの寄付金は、税制上の優遇措置として、
損金算入できます。あらかじめオレンジ募金係にご連絡
ください。手続に必要な書類をご用意いたします。

①日本私立学校振興・共済事業団
　「受配者指定寄付金」制度の利用

＜企業・法人様＞

総合企画部オレンジ募金係までご連絡ください。
ご寄付をいただいた個々人の方が特定できる場合には税制上の
優遇措置が受けられる場合があります。 

＜有志・団体等の皆様＞

①専用の振込用紙による申込

②インターネット（PC･スマホ）利用による申込

③ 税制上の優遇措置について

コンビニ

24H

・クレジットカード決済 （マンスリーサポート等の定期的な継続寄付を含む）
・インターネットバンキング （Pay-easy による即時決済） 

・コンビニエンスストアでの払込  （49,000円まで可能）

インターネット クレジット
カード

インターネット
バンキング

Pay-easy

振込用紙 郵便局（窓口または
払込機能付ATM）

銀行
（窓口のみ）

● クレジットカードは、JCB・VISA・MasterCard・AMERICAN EXPRESS・
Diners Club の各ブランドがご利用できます。 

● インターネットバンキングは利用可能な口座をお持ちの場合にご利用
できます。

● 損金算入にあたっては2つの方法のいずれかを選択できます。

寄付金の全額が損金として算入できます。

②文部科学省の証明による
　「特定公益増進法人に対する寄付金」制度の利用

寄付金の一定額まで損金算入されます。

寄付者（法人）

1.寄付のお申込み・払い込み

2.寄付金受領書の送付

拓殖大学

詳しくはオレンジ募金ホームページをご覧ください。
http://www.takushoku-u.ac.jp/bokin/

寄付者（法人） 私学事業団

2.寄付金受領書の送付

1.寄付のお申込み・払い込み

拓殖大学

［ 支援目的①～③のそれぞれに金額を指定してご寄付いただけます。指定がない場合には、支援目的①に充当させていただきます。 ］

募集目的

「教育ルネサンス2030」の取組

「オレンジ募金」は支援目的を選択してご寄付いただけます。

支援目的①

「拓殖大学体育部員憲章（※）」に基づき、
スポーツで活躍する学生のための奨学支援や活動環境整備等 
※1987年に制定された体育部員の遵守事項 

「スポーツ振興強化」の取組
支援目的②

奨学支援の充実支援目的③ 学習意欲のある学生の継続的修学機会確保のための経済的サポート 

● 国際交流、海外留学費用等を援助し、グローバル人材の育成を推進
● ボランティア活動や課外活動に取り組む学生への支援
● デジタル化時代に必要なICT(情報通信技術)などの学修環境の整備 
● 教育研究施設の改修及び保全事業等の支援


